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【 １ 】次の文章を読み、以下の問いに答えよ。 

古来以来、(a)女性の為政者や(b)著名な文化人は数多く登場する。しかし、歴史上、(c)国際社会

における社会的な女性の地位は男性に比べて低いものであった。そうした状況を打開するため、

女性自らによる地位の向上や、参政権といった権利の獲得をめざす動きが近代以降国際社会に

広がり、日本においても男女の政治的、社会的平等をめざす動きは広がっていった。 

 

問１ 下線部(a)について、日本の古代における女性天皇や皇后について述べた次の文章のうち誤っ

ているものを記号で答えよ。 

ア 推古天皇の時代に、大陸では隋が滅亡し新たに唐が興った。 

イ 持統天皇は最初の本格的な都城である藤原京への遷都を行った。 

ウ 光明子が天皇家に嫁いだことで藤原氏の政界進出が進んだ。 

エ 孝謙天皇に重用された橘諸兄は紫微中台の長官に就いて権勢をふるった。 

 

問２ 下線部(b)について、次の①・②は女性作家の作品の冒頭部分である。それぞれの作品につい

て、作品が作られた時代の文化の特徴と当時の政治や社会の様子を記号で選び答えよ。 

 ① 

 

 

 

 

 

 

 ② 

 

 

 

 

文化の特徴 

ア 政府の主導の近代化がすすみ、西洋の文化が移植されていった。 

イ かな文字の成立などが進み、優美な貴族文化が形成された。 

ウ 盛唐文化が広がり、国際色が豊かな文化が形成された。 

 

政治や社会の様子 

  ア 藤原氏による摂関政治が展開された。 

  イ ロシア帝国で地の日曜日事件が起きた。 

  ウ 幕政が武断政治から文治政治へと転換した。 

 

   

あつま路の道のはてよりも、なお奥つ方に生い出でたる人、 いかばかりかはあやしかりけむを、い

かに思ひ始めけることにか、 世の中に物語といふ物のあんなるを、いかで見ばやとおもひつつ、 つ

れづれなる昼間、宵居などに、姉・継母などやうの人々の、 その物語、かの物語、光源氏のあるや

うなど、 ところどころ語るを聞くに、いとどゆかしさまされど、 わが思ふままに、そらにいかでか

おぼえ語らむ。（以下略） 

あゝをとうとよ、君を泣く、君死にたまふことなかれ、末に生れし君なれば 親のなさけはまさりし

も、親は刃（やいば）をにぎらせて 人を殺せとをしへしや、人を殺して死ねよとて 二十四までをそ

だてしや。（以下略） 
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問３ 下線部(c)について、次の史料に関する以下の問Ⅰ・Ⅱに答えよ。 

 

 

 

 

 

Ⅰ 史料の下線部にある「私共」は、この文芸雑誌を発行した女流文学社のメンバーを指す。 

この女流文学社の結成および活動と直接関係がない人物を次の中から記号で答えよ。 

ア 津田梅子   イ 平塚らいてう   ウ 与謝野晶子   エ 伊藤野枝 

Ⅱ （    ）に適する文芸雑誌名を漢字２字で答えよ。 

 

問４ 近代以降の女性解放運動について述べた次の文章を古い順に並び替えた時、３番目にくるも

のを記号で答えよ。 

 ア 日本国憲法が公布され、男女の同権が明記された。 

イ 市川房江や奥むめおらを中心として新婦人協会が発足した。 

 ウ 中曽根内閣のもとで男女雇用機会均等法が公布された。 

 エ 婦人の解放が盛り込まれた五大改革指令が GHQ より発令された。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

史料 

元始、女性は實
じ つ

に太陽であった。真正の人であった。今、女性は月である。他によって生き、

他の光によって輝く病人のやうな蒼白い顔の月である。（中略）私共
わたくしども

は隠されて仕舞った我

太陽を今や取り戻さねばならぬ。（以下略）         『(    )』 創刊号 
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解答 

 

問１ エ      

問２  

 文化の特徴 政治や社会の様子 

① イ ア 

② ア イ 

 

問３ ア       問４ 青鞜      問５ ア                     以上各 2点  合計 16 点 

 


